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１ 病院事業の体制 

（１）病院事業の経営形態 

自治体病院を取り巻く経営環境は、医療費抑制に向けた診療報酬の適正化

や地方交付税の削減などにより大変厳しい状況にあり、経営改善や経営基盤

の強化が求められています。 

そのため、本市においては、経営組織の効率化と経営責任の明確化を図る

ため、平成１７年４月から病院事業に地方公営企業法を全部適用するととも

に、人事・予算権限を持つ病院事業管理者を設置し、迅速な意思決定や機動

的な業務執行など、企業性を発揮した病院運営体制としています。 

多摩病院については、平成１８年２月の開設当初から、指定管理者制度を

採用し、学校法人聖マリアンナ医科大学がその運営管理を行っています。 

（２）市立病院の機能 

川崎病院は市の基幹病院として、井田病院及び多摩病院は地域の中核病院

として、公共の福祉の増進と経済性の発揮を基本としながら、高度・特殊・

急性期医療や、救急医療等を継続的かつ安定的に提供するとともに、災害、

研修教育等の対応を含めた医療行政施策を推進し、地域医療機関との連携を

進めることで、医療資源の有効活用と本市の医療水準の向上に寄与していま

す。本市の病院事業は、これら３病院それぞれの特色を活かし、連携を緊密

にしながら、多様化する市民の医療ニーズに的確に対応できる体制を整えて

います。 

■ 市立３病院の機能分担 

川崎南部 

２次保健医療圏

◆多摩病院 

〔北部地域の中核病院〕 

・高度・特殊・急性期医療 

・小児救急、二次救急医療 

・災害拠点病院

・地域医療支援病院 

川崎北部 

２次保健医療圏

◆井田病院 

〔南部地域の中核病院〕 

・がん等の高度・特殊医療 

・二次救急医療 

・結核医療 

・緩和ケア、在宅医療 

・地域がん診療連携拠点病院 

◆川崎病院 

〔市の基幹病院〕 

・高度・特殊・急性期医療 

・救命救急センター・地域周産期母子医療センター 

・小児救急、精神科救急医療・感染症医療・災害拠点病院 
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ア 川崎病院 

高度・特殊・急性期医療、救急医療

を中心に、小児から成人・高齢者・妊

産婦等の医療を提供するとともに、自

傷他害のおそれのある精神障害者に対

する救急医療の市内唯一の基幹病院と

しての機能も担っています。また、市

内唯一の感染症病床を有するとともに、

南部地域における災害時医療の拠点としての役割を担うほか、臨床研修指

定病院として医師の育成を行うなど、地域医療水準の向上に寄与していま

す。 

イ 井田病院 

南部地域の中核病院・地域がん診療連携拠点病

院として、増大するがん等の成人疾患医療、救急

医療、緩和ケア医療を担うほか、市内唯一の結核

病床を有する病院として、排菌している結核患者

の透析への対応も可能となっています。再編整備

事業により平成２７年４月に新棟が全面開院して

います。また、地域がん診療連携拠点病院や臨床

研修指定病院として医師の育成を行うなど、地域

医療水準の向上にも寄与しています。 

ウ 多摩病院 

平成１８年２月に開設され、北部地域

における小児救急を含めた救急医療を中

心に、高度・特殊・急性期医療、アレル

ギー医療などを提供するとともに、災害

拠点病院としての役割を担っています。

また、地域医療支援病院として、地域の

かかりつけ医等と連携し、これを支援し

ながら地域全体の医療供給体制の向上を図っています。 
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２ 基本的な施策の方向性 

市立病院においては、「地域医療の確保・充実」と「医療の質の向上」を

基本的な視点としつつ、高齢社会にあっても、市民が安心して住み慣れた地

域で暮らすことができるよう、安定的な医療提供体制を確保するとともに、

次の５つの基本方針に基づき、今後の医療需要を踏まえた「市立３病院の機

能分担と連携」、「医療機能の充実・強化」を更に推進いたします。 

（１）高齢者が安心して暮らせる医療提供体制づくり 

（２）医療連携の推進に向けた取組 

（３）災害時等に強い病院づくり 

（４）安定的かつ継続的な医療提供体制づくり 

（５）施設の整備、保全について 

３ 主な施策について 

（１）高齢者が安心して暮らせる医療提供体制づくり 

国においては、今後の更なる少子・高齢化の進展に伴い増大する医療ニー

ズに対応するため、医療機関の機能分化と連携強化を図ること等を目的に、

「持続可能な社会保障制度の確立を図るための改革の推進に関する法律」 

（社会保障改革プログラム法）を制定し、平成３７年の病院・病床機能のあ

るべき姿を掲げています。市立病院においては、今後構築される地域包括ケ

アシステムの中で、医療が必要な患者に対して適切に提供されるよう、従来

にも増して、より高度な医療、急性期医療、救急医療等を効率的かつ安定的

に提供していくことが求められています。 

ア 救急医療の提供〔川崎病院・井田病院・多摩病院〕 

川崎病院では、小児科初期救急

患者を受け入れる南部小児急病セ

ンター（平成１４年４月開設）や、

重症救急患者の診療に当たる救命

救急センター（平成１８年４月開

設）を運営し、救急患者の受入れ

に努めており、「断らない救急医

療」を掲げ、重症救急搬送患者に

ついては、ほぼ断ることなく受入れを行っています。 
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井田病院は、市のほぼ中央に位置する救急告示病院として、２４時間体制

で救急搬送患者の受入れに対応しています。また、川崎病院との連携などに

よる救急専門医の確保を図り、救急患者の受入体制を強化しています。 

多摩病院は、救急告示病院として、川崎北部保健医療圏において小児救急

医療も含めた２４時間体制の救急医療を継続的に提供しています。 

■ 救急搬送患者受入数（平成２６年度実績） 

・川崎病院 ７，３３２人 

・井田病院 ２，９６９人 

・多摩病院 ４，０１２人

■ 川崎病院救命救急センターの運営状況（平成２７年４月１日現在） 

（ア）体  制 医 師  常勤１３名、非常勤５名 

看護師  常勤５５名 

（イ）施設規模 ２０床（ＩＣＵ４床、救急病床１６床） 

（ウ）患者受入数（平成２６年度実績値） ６，４５６人 

（うち三次救急人数 １，７５４人） 

■ 川崎病院南部小児急病センターの運営状況（平成２７年４月１日現在） 

（ア）体  制 小児科医師１１名、新生児内科医師６名 

（イ）患者受入数（平成２６年度実績値） １１，２９７人 

イ 地域がん診療連携拠点病院の運営〔井田病院〕

地域がん診療連携拠点病院は、質の高いがん医療体制を確保するとともに、

患者等に対する相談支援機能を強化する等の観点から、２次医療圏に１か所

程度整備することとされており、井田病院は、平成１８年８月に地域がん診

療連携拠点病院の指定を受けました。 

平成２７年度については、新棟の全面開院に伴い、化学療法センターや、

内視鏡センターの再編整備、がんドック事業の開始など、がん医療に関する

機能が強化されましたので、引き続き地域がん診療連携拠点病院として、我

が国に多い五大がん（肺がん、胃がん、肝がん、大腸がん、乳がん）を始め、

子宮がん、前立腺がんの治療、外来化学療法の充実、緩和ケアの提供などを

行うとともに、がん医療に携わる医師等を対象とした緩和ケア等の研修や症

例検討会、市民公開講座の開催、がんに関する相談支援の実施、患者さん同

士が語り合う場であるがんサロンの開催など、地域のがん医療水準の向上や

患者サービスの向上に努めてまいります。 
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ウ 緩和ケアの推進〔井田病院〕

がんなどで治ることが難しい患者に対して、痛みや苦しみを和らげ生活の

質(QOL)を高めることにより、患者やその家族を身体的、精神的に支援する

緩和ケアの提供が重要となっています。 

井田病院では、医師、臨床心理士、看護師、栄養士、薬剤師など多職種の

緊密な連携によるチーム医療・ケアを行っており、患者の病状に合わせて、

入院、外来、在宅のいずれであっても、安心して緩和ケアを受けることが可

能となっています。

今後、高齢化の進展によるがん患者の増加に伴い、緩和ケアを必要とする

患者の増加が見込まれることから、既存の緩和ケア病棟を２０床から２３床

に増床し、平成２６年５月から供用を開始したところであり、引き続き緩和

ケア医療の提供を推進してまいります。 

■ 緩和ケア病棟の運営状況（平成２７年４月１日現在） 

（ア）体  制 医 師  常勤３名（専任１名、兼務２名） 

非常勤３名（兼務３名） 

看護師  常勤１８名、臨時職員３名 

看護助手 臨時職員１名 

（イ）施設規模 ２３床 

（ウ）延入院患者数（平成２６年度実績） ６，８３２人 

（２）医療連携の推進に向けた取組〔川崎病院・井田病院・多摩病院〕 

これまで長く続いた病院完結型の医療提供体制は、高齢化の進展に伴い、

地域完結型の医療提供体制に移行しているところであり、より一層の地域医

療連携が求められています。そのため、地域で必要な医療を確保し、地域の

医療機関との連携を図る観点から、国ではかかりつけ医等を支援する医療機

関として「地域医療支援病院」を整備することとしています。 

川崎病院及び井田病院においては、かかりつけ医として利用されている方

が依然として多いことから、地域医療連携について院内掲示等による情報提

供や周知を強化し、患者さんの御理解と御協力をいただけるよう努めていま

す。今後は、紹介状を持参した患者さんの優先的な診察や、外来診療におけ

る紹介患者の予約制の導入を検討するとともに、地域の医療機関との合同カ

ンファレンスを積極的に実施するなど、引き続き地域医療支援病院の承認に

向けての取り組みを推進してまいります。 
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多摩病院では、開設当初から地域の医療機関との連携を進めてきたところ

から、平成２３年２月に地域医療支援病院の承認を受け、同年３月から運用

を開始しました。今後も引き続き、紹介患者に対する医療の提供を推進する

とともに、医療機器の共同利用や地域の医療従事者を対象とした研修の実施、

あるいは救急医療の提供など、役割を果たしてまいります。 

（３）災害時等に強い病院づくり 

ア 災害時の医療提供体制の確保〔川崎病院・井田病院・多摩病院〕 

川崎病院及び多摩病院は、神奈川県災害拠点病院として、災害時における

重症患者の受入れや救命医療、広域的な搬送の対応などを行うとともに、井

田病院は、神奈川県災害協力病院として災害拠点病院と連携し、傷病者等の

受入れや、治療を行います。 

川崎病院では、市内で発生した災害や事故等の現場に医師等の医療チーム

を派遣する「市内救急医療派遣事業（通称：Kawasaki ONE PIECE）」や、大

規模な災害や事故等の現場に医師等の医療チームを派遣する川崎ＤＭＡＴ 

（災害医療派遣チーム：Disaster Medical Assistance Team）、さらに、神

奈川県内外で発生した大規模な災害や事故等の現場に医師等の医療チームを

派遣する神奈川ＤＭＡＴなど、災害時における医療提供体制を確保していま

す。 

多摩病院においても、平成２６年３月から神奈川ＤＭＡＴの指定病院とな

るなど、災害時医療の充実に努めています。 

また、井田病院を含めた市立３病院において、東日本大震災を受け災害時

体制の見直しを図り、ライフライン等が停止しても最低限３日間は診療体制

が維持できる体制の整備に着手し、医薬品や診療材料、食料及び簡易トイレ

等の備蓄品の購入や、災害時の通信体制維持用に衛星電話を導入、多数の患

者発生に備えた簡易ベッド等の災害時受け入れ用資機材を整備しました。併

せて、川崎市全体で地震時被害想定の見直しを受け、病院局においても、防

災マニュアル等の見直しを図りました。 
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イ 感染症対策〔川崎病院・井田病院・多摩病院〕 

川崎病院は、市内唯一の感染症病床を、また、井田病院では、市内唯一の

結核病床を有しており、第二種感染症指定医療機

関に指定されています。 

感染症病床を有する川崎病院では、新型インフ

ルエンザを始めとする感染症患者が搬送されたこ

とを想定した対策訓練を定期的に行っており、市

の感染症医療を支えるべく、努めています。 

（４）安定的かつ継続的な医療提供体制づくり 

ア 新公立病院改革プランの策定 

平成２７年３月３１日付けで総務省から示された新公立病院改革ガイドラ

インにより、病院事業を設置する地方公共団体においては、「新公立病院改

革プラン」の策定が求められています。今回のガイドラインでは、これまで

の「経営効率化」「再編・ネットワーク化」「経営形態の見直し」に、新た

に「地域医療構想を踏まえた役割の明確化」を加えた４つの視点に立って改

革を進めることとされています。 

本市病院事業におきましては、平成２７年度神奈川県が策定する「地域医

療構想」の動向を踏まえるとともに、本市が策定する「新たな総合計画」と 

の整合性を図りながら、市立病院の運営方針となる「新公立病院改革プラン」 

の策定に向けて、作業を進めてまいります。 

イ 助産師・看護師確保対策の強化〔川崎病院・井田病院〕 

全国的な医師、助産師、看護師不足の中で、看護師の確保は、市立病院と 

して医療や看護の質を低下させないためにも特に重要な課題と捉え、平成２７ 

年度においては、昨年度と同様、採用案内パンフレット作成、雑誌広告、ホ

ームページの強化、全国の看護師養成学校に対する学校訪問、川崎病院及び

井田病院における病院見学会、新卒者を対象とした春季・夏季インターンシ

ップ、東京・地方会場等での合同病院説明会、採用者に対する国家試験対策

・合格者説明会等を実施してまいります。 

今後も、手厚い看護の実施や看護職員の勤務環境の改善を目的とし、引き

続き積極的な確保対策を図ってまいります。 

川崎病院の新型インフルエンザ対策仮設テント 
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■ 平成２６年度 助産師・看護師確保のための取組実績 

 項目 実施時期と参加数 

採用確保

対策 

看護師養成学校訪問 5月・6月・7月・8月 （年4回実施） 

延べ訪問数 ３９校 

ホームページ強化 4月・6月・10月・12月更新 

看護学生インターンシッ

プ実施 

春 3月  夏 8月 （年8回実施） 

延べ参加者 １１３名 

病院見学会・個別見学 3月・4月・5月・8月 （年4回実施） 

延べ参加者 １５５名 

合同就職説明会 1月・2月・3月・4月・5月・8月(年32回参加) 

延べ参加者 ３７２名 

採用選考試験 5月・7月・8月・9月・11月・1月 （年6回） 

採用辞退

対策 

合格者説明会・国家試験

対策 

12月    延べ参加者 ９０名 

■ 平成２６年度 助産師・看護師採用選考の応募実績等 

応募者数 採用者数 

助産師 ７人 １人 

看護師 １６６人 １２０人 

計 １７３人 １２１人 

ウ 病院運営への市民参加〔川崎病院・井田病院・多摩病院〕 

安定的かつ継続的な医療提供体制の構築には、市民から信頼される病院で

あり続けることが必要と考え、市立３病院では、病院運営への市民参加の取

組を行っています。 

川崎病院及び井田病院では、市民から信頼される病院づくりの実現に資す

ることを目的として、市立病院の運営や患者サービスの向上に関する意見、

要望等を広く聴取するため、平成２３年度に病院モニター制度を導入しまし

た。病院モニターは、当該病院の患者又はその御家族、病院ボランティア、

町内会関係者、医療関係者等で構成されています。病院モニターと病院職員

からなる病院モニター会議で、病院運営全般及び患者サービスの向上につい

て意見交換した後、改善取組案を検討・決定し、ホームページ上で公表して

います。 
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多摩病院では、医療関係者、学識経験者及び市民委員を構成員とする川崎

市立多摩病院運営協議会を開催し、病院運営に対する意見や要望を把握する

とともに、課題の解決に努めています。 

（５）施設の整備、保全について 

市立３病院では、施設等の老朽化に伴う医療機能の低下を回避し、高度・

特殊な医療を、安定的かつ継続的に提供する為に、中長期を見据えた病院施

設の保全、及び再編整備に取り組んでまいります。 

ア スマート化の推進と再編整備〔川崎病院〕 

築１７年目を迎える川崎病院では、経年劣化による病院機能低下の回避、

環境負荷の低減、災害拠点病院としてのエネルギーセキュリティの確保、医

療提供の更なる効率化などの課題に対応するため、平成２６年度に「市立川

崎病院におけるスマート化の基本方針」を策定しました。今後は本方針に基

づき、施設・設備の中長期保全計画の策定やＥＳＣＯ事業による省エネ設備

導入の検討、浸水対策をはじめとした防災機能の強化、ＩＣＴの活用による

医療サービスの効率化等の取組を総合的に推進してまいります。 

また、今後の高齢者の増加に伴う救急搬送やがん等の医療需要の増大に対

し、引き続き高度急性期病院として的確に対応していく必要がありますが、

更なる機能拡充のための施設的な余裕がないことが課題となっています。 

今後は、地域における医療需要予測などの外部環境調査、川崎病院の内部

環境調査等を実施し、地域の医療機関との役割分担と連携を考慮し、医療機

能の再編を検討してまいります。 

イ 再編整備の推進〔井田病院〕 

井田病院では、がん等の高度・特殊な医療の提供、成人疾患医療の強化、

二次救急医療の充実など、医療機能の強化を基本方針として改築整備計画を

推進しています。

平成２１年度に改築工事に着手、平成２３年度に１期工事が完了し、医療

機器・什器調達、総合医療情報システム開発などを行い、平成２４年５月に

新棟を一部開院しました。

２期工事では、２号棟等の解体工事を実施するとともに、新棟の残り部分

を施工し、医療機器・什器調達やシステム整備等を経て、平成２７年４月に

全面開院したところです。
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本年度におきましては、引き続き３号棟解体工事及び駐車場棟等の建築工

事を行う３期工事に取り組んでまいります。

■ 再編整備スケジュール（予定） 

ウ 長寿命化を踏まえた適切な施設維持管理の実施〔多摩病院〕 

多摩病院は、災害拠点病院や地域医療支援病院として、川崎市北部地域全

体の医療供給体制の向上という重要な役割を担っていますが、築１０年目を

迎え施設・設備等の経年劣化が生じています。 

今後の経年劣化による病院機能の低下を回避し、併せて施設のライフサイ

クルコストを縮減・平準化するため、既存の中長期保全計画の見直しを行い、

更なる計画的な予防保全を行い、施設の長寿命化を図ってまいります。 

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

改築工事

（２期工事）

設計

業者

選定

基本

設計

実施

設計

改築工事

（１期工事）

一

部
開

院

全

部
開

院

改築工事

（３期工事）
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１　組織機構図（平成２７年４月１日現在）

（内）70000

病院局長 総務部長 庶務課長 齋藤　昭之 （内）70210

（内）70100 担当課長[看護調整]（兼務） 上釜　さつき （内）70230

担当課長（厚生労働省派遣） 柳井田　恭子

経営企画室長 担当課長[経営企画] 関　広文 （内）70510

担当課長[経理] 筒井　康仁 （内）70520

担当課長[多摩病院運営管理] 本山　実 （内）70540

担当課長[病院施設整備] 五十嵐　由典 （内）70550

　　 　川崎病院長 事務局長 庶務課長 長谷川　幸雄 （内）79120

　　   　増田　純一 　 柄﨑　　智　（内）79110 医事課長 佐藤　康明 （内）79130

    （代）233-5521

担当部長〔総務調整〕

担当理事・婦人内視 副院長

　鏡科部長（事務取扱）

　　林　保良

医療安全管理室長（兼務） 担当課長 武田　玲子

担当理事・小児急病  　成松　芳明 担当課長 清田　明子

　センター室長（事務取扱）

　 番場　正博 担当部長（兼務）

感染対策室長（兼務） 担当課長 駒場　瑠美子

   坂本　光男

診療科

検査科部長 担当課長 殿岡　弘敏

   杉浦　　 仁

担当部長

　 入江　理恵

薬剤部長 副薬剤部長 早川　和宏

　 飯島  尚志

看護部長（兼務） 副看護部長 稲部　眞由美

   綱嶋　たかえ 副看護部長 岡本　朋江

副看護部長 千島　美奈子

食養科長 樋口　直美

教育指導部長

 　大曽根　康夫

地域医療部長（兼務） 担当課長[地域医療支援] 藤岡　亮太

 　竹中　信夫

担当部長（兼務）

臨床研究支援室長（事務取扱） 担当課長（兼務） 長谷川　幸雄

　 増田　純一

担当部長（兼務）

　 津村　和大

担当部長（兼務）

　 飯島  尚志

手術部長（兼務）

　 竹中　信夫

ＭＥセンター所長（兼務）

　 森田　慶久

担当部長（兼務）

   掛札　敏裕

救命救急センター所長

   田熊　清継

救急科部長（兼務）

　 田熊　清継

小児急病センター室長（事務取扱）

　 番場　正博

   田邊　雅史

＜資料＞

病院事業管理者

    堀内　行雄

　　今井　宏晴 　高橋　重明  　（内）70200

　山田　英正　　（内）70500

   田邊　雅史　（内）79111

 　成松　芳明　　　　竹中　信夫　　　　宮川　俊一　　　　綱嶋　たかえ

   田邊　雅史

総合診療科、内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器科、冠疾患集中治療室、
感染症科、神経科、神経内科、肝臓内科、外科、呼吸器外科、心臓血管外科、
消化器外科、整形外科、脳神経外科、脳血管外科、形成外科、血管外科、精神科、
リウマチ科、小児科、皮膚科、泌尿器科、新生児科、産科、婦人科、婦人内視鏡科、
眼科、耳鼻いんこう科、リハビリテーション科、放射線治療科、放射線診断科、

麻酔科、集中治療部、歯科、歯科口腔外科、内視鏡室、血液透析室

総合診療科、内科、呼吸器内科、循環器内科、冠疾患集中治療室、消化器内科、血液内科、

腫瘍内科、糖尿病内科、内分泌内科、腎臓内科、神経内科、感染症内科、新生児内科、ペイ

ンクリニック内科、肝臓内科、外科、呼吸器外科、心臓血管外科、消化器外科、乳腺外科、

小児外科、整形外科、脳神経外科、脳血管外科、形成外科、血管外科、精神科、アレルギー

科、リウマチ膠原病・痛風センター、小児科、皮膚科、泌尿器科、産科、婦人科、婦人内視鏡

科、眼科、耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、放射線診断科、放射線治療科、麻酔科、集中

治療部、歯科、歯科口腔外科、内視鏡センター、化学療法センター、血液透析室
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  井田病院長 事務局長 庶務課長 勝野　隆 （内）79220

　　橋本　光正    神山　隆　（内）79210 医事課長 竹田　和也 （内）79230

    （代）766-2188 担当課長（兼務）

（井田病院再編整備担当） 五十嵐　由典

副院長
担当理事・ 　 伊藤　大輔　　小野塚　聡　　和田　みゆき
　かわさき総合ケア

　センター所長（事務取扱） 医療安全管理室長（事務取扱） 担当課長〔医療安全管理〕 澁谷　由紀子

　　宮森　正 　 宮森　正

担当課長〔医療事故調整〕（兼務） 勝野　隆

感染対策室長（兼務） 副室長（兼務） 中島　由紀子

　 西尾　和三

診療科

検査科部長（事務取扱） 担当課長 伊藤　万里子

   橋本　光正

担当部長

   出張　玲子

薬剤部長 副薬剤部長 小林　加寿夫

   阿部　正視

看護部長（兼務） 副看護部長 片谷　寿恵
　 和田　みゆき 副看護部長 加治屋　祐子

食養科長 矢田部　恵子

教育指導部長 担当課長（兼務） 勝野　隆

　 麻薙　美香

地域医療部長（兼務） 担当課長〔地域医療〕 岡部　和代

 　千葉　喜美男

臨床研究支援室長（兼務） 担当課長（兼務） 小林　加寿夫

　 半田　みち子

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ室長（兼務）

 　内田　尚哉

集中治療室長（兼務）

　 小野塚　　聡

化学療法センター所長（兼務）

　 玉川　英史

手術室長（兼務）

　 小野塚　　聡

内視鏡センター所長

　 大森　泰

ＭＥセンター所長（兼務） 副所長（兼務） 小林　絵美

   小野塚　聡

救急センター所長

　 鈴木　貴博

かわさき総合
ケアセンター所長（事務取扱）
　 宮森　正

副所長（兼務）
山岸　正

（参考）

  多摩病院長 副院長 医療安全管理対策室
　長島　悟郎

    （代）933-8111 　奥瀬　千晃
　佐藤　美子

診療科

診療施設 救急災害医療センター
腎センター
内視鏡センター
健康診断部

医療技術部門 臨床検査部
画像診断部
手術部
クリニカルエンジニア部

医療支援管理部門 薬剤部
栄養部
医療情報部
医療相談センター
治験管理室
経営企画部

看護部門 看護部
教育研修管理部門 臨床研修センター
事務部門 事務部

　　　　　総務課
　　　　　医事課

　  鈴木　通博

総合診療内科、循環器内科、呼吸器内科、消化器・肝臓内科、腎臓・高血圧内科、代謝・内分泌
内科、神経内科、血液内科、リウマチ・膠原病内科、アレルギー科、神経精神科、小児科、消化
器・一般外科、心臓血管外科、呼吸器外科、小児外科、乳腺・内分泌外科、脳神経外科、整形
外科、形成外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、放射線科、麻酔科、歯科
口腔外科、リハビリテーション科、病理診断科

総合診療科、内科、呼吸器科、消化器科、循環器科、リウマチ科、精神科、神経科、
神経内科、外科、脳神経外科、整形外科、形成外科、呼吸器科外科、心臓血管外科、
皮膚科、泌尿器科、婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、放射線治療科、麻酔科、
歯科、歯科口腔外科

総合診療科、内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、血液内科、腫瘍内科、糖尿病
内科、腎臓内科、神経内科、感染症内科、人工透析内科、肝臓内科、緩和ケア内科、外科、
呼吸器外科、心臓血管外科、消化器外科、乳腺外科、整形外科、脳神経外科、形成外科、
精神科、アレルギー科、リウマチ膠原病・痛風センター、皮膚科、泌尿器科、婦人科、眼科、耳
鼻咽喉科、放射線診断科、放射線治療科、麻酔科、歯科、歯科口腔外科

12



２ 本庁業務概要（平成２７年４月１日現在）

病 院 局（局長 今井 宏晴） 

  総  務  部（部長 高橋 重明） 

    庶 務 課     庶務人事係 ･･･ 局の庶務、人事、法規、文書、議会事務等 

（課長 齋藤 昭之）    （課長補佐・係長 瀬川 裕） 

               労務厚生係 ･･･ 給与、福利厚生、職員安全衛生管理等 

               （係長 今井 健市） 

              医療安全管理担当 ･･･ 医療安全対策等 

              （担当係長 羽田野 真男） 

看護調整担当･･･ 看護師・助産師の募集、研修等 

（担当課長 上釜 さつき） 

   経営企画室（室長 山田 英正） 

     経営企画担当          経営企画・事業調整担当 ･･･ 企画、諸課題等の調整 

       （担当課長 関 広文）     （担当係長 渡邊 崇大） 

 経営分析・情報化推進担当 ･･･ 経営分析、情報化推進 

（担当係長 梶山 敦史） 

経理担当         経理担当 ･･･ 予算、決算、出納等 

       （担当課長 筒井 康仁）     （課長補佐・担当係長 佐藤 功一） 

                  契約担当 ･･･ 契約 

（担当係長 酒井 俊明） 

     多摩病院運営管理担当  ･･･ 多摩病院の運営管理 

（担当課長 本山 実）    

病院施設整備担当      井田病院再編整備担当･･･ 井田病院再編、整備 

（担当課長 五十嵐 由典）    （担当係長 市川 寛） 

                  病院施設整備担当 ･･･ 病院施設の整備、保全 

（担当係長 村田 恒）
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３　職員定数 （平成２７年４月１日現在）

（１）特別職

1

（２）一般職

①所属別職員定数 ②職種別職員定数

職員定数 職員定数

局長 1 一般事務職 86

総務部長 1 社会福祉職 6

庶務課 13 心理職 2

経営企画室 19 小計 94

小計 34 医師 178

病院長 1 歯科医師 3

副院長 4 薬剤師 38

事務局長 1 助産師 26

総務調整担当部長 1 看護師 901

庶務課 17 歯科衛生士 3

医事課 9 栄養士 9

医療安全管理室 2 臨床検査技師 42

感染対策室 1 診療放射線技師 46

診療科 151 理学療法士 10

検査科 23 作業療法士 4

薬剤部 22 言語聴覚士 3

看護部 588 視能訓練士 3

食養科 6 臨床工学技士 9

地域医療部 5 電気職 2

救命救急センター 9 機械職 2

小計 840 小計 1,279

病院長 1 1,373

副院長 4

事務局長 1

庶務課 15

医事課 7

医療安全管理室 1

感染対策室 1

診療科 75

検査科 22

薬剤部 16

看護部 329

食養科 5

地域医療部 4

リハビリテーションセンター 7

ＭＥセンター 4

救急科 1

かわさき総合ケアセンター 6

小計 499

合計 1,373

合計

病院事業管理者

一般職
（事務系）

一般職
（技術系）

所属 職種

市立川崎病院

市立井田病院

病院局本庁
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４  病院事業の沿革

昭和 11年12月 伝染病院として、川崎市立病院開設（現川崎病院、病床数９６床）

20年 6月 総合病院に切り替え、川崎市立川崎病院と改称

24年 3月

39年 4月 地方公営企業法の一部適用（川崎病院）

40年 8月 川崎病院が救急病院に認定

43年 4月 地方公営企業法の一部適用（井田病院）

48年 4月 川崎市立三田病院開設（病床数６６床）

53年 4月 病院事業部の設置

60年 1月 副院長2人制の導入（川崎病院）

平成 元年 4月 看護部制の実施

 3年 3月 三田病院の廃止

 6年 4月 経営担当理事の設置

 9年 4月 衛生局と民生局が統合し、健康福祉局に機構改革

　 〃 病院事業部を廃止し病院事業課を設置

10年10月 かわさき総合ケアセンター開設

10年11月 川崎病院の新病棟・中央診療棟開設

11年 7月 病院事業が川崎市として初の包括外部監査を受ける。

12年 4月 川崎病院の新病棟・中央診療棟・外来診療部門の全面オープン

13年 1月 川崎病院新生児集中治療管理室（ＮＩＣＵ）の休止

   〃 川崎病院脳死判定による臓器摘出手術の実施

13年 3月 病院基本理念の策定

13年 4月 川崎駅川崎病院間の直通ワンコインバス運行開始

13年 7月 厚生労働省、神奈川県社会保険事務局及び神奈川県による特定共同指導

（川崎病院）

14年 4月 職員の再任用制度の開始

   〃 精神科救急24時間体制（川崎病院）

   〃 川崎病院内に南部小児急病センターが開設

15年 4月 経営担当理事の廃止

   〃 院外処方の実施（川崎病院）

15年 6月 院外処方の実施（井田病院）

16年 4月 健康福祉局に病院経営管理室を設置

　 〃 看護部長を副院長とし、副院長3人制を導入

17年 4月 地方公営企業法の全部適用

   〃 病院局の設置

17年 7月 救急センターの設置（川崎病院）

17年 9月 日本初の西ナイル熱ウイルスの同定（川崎病院）

年　　月 内　　　　　　　　　　　　　　容

結核・伝染病院として、川崎市立井田病院開設（病床数５０床）
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平成 18年 2月 多摩病院開設（病床数２３２床）

18年 3月 川崎市病院事業経営健全化計画の策定

   〃 川崎市立井田病院再編整備基本構想の策定

18年 4月

18年 8月 地域がん診療連携拠点病院の指定（井田病院）

18年12月 患者送迎用シャトルバスの試行実施（井田病院）

18年12月 ヘリポート夜間照明設備設置工事等の完了（川崎病院）

19年 3月 川崎市立井田病院再編整備基本計画の策定

19年 4月 多摩病院全病棟開棟（病床数３７６床）

   〃 副院長4人制の導入（川崎病院）

20年 6月 市内救急医療派遣事業の開始（川崎病院）

21年 3月 第２次川崎市病院事業経営健全化計画の策定

21年 4月 新生児集中治療管理室（ＮＩＣＵ）の再開（川崎病院）

21年 7月 川崎ＤＭＡＴ設置病院の指定（川崎病院）

22年 4月 地域周産期母子医療センターの認定（川崎病院）

   〃 臨床研究支援室の設置（川崎病院）

22年11月 救急病院に指定（井田病院）

23年 2月 地域医療支援病院名称承認（多摩病院）

23年 3月 神奈川ＤＭＡＴ設置病院の指定（川崎病院）

24年 3月 第３次川崎市病院事業経営健全化計画の策定

24年 5月 井田病院の新棟一部開院

24年 8月 川崎病院病床数733床から713床へ変更

〃 井田病院病床数425床から383床へ変更

24年12月 リウマチ膠原病・痛風センター設置（井田病院）

25年 3月　 助産外来開始（川崎病院）

25年 4月 リウマチ膠原病・痛風センター設置（川崎病院）

26年 3月 神奈川ＤＭＡＴ設置病院の指定（多摩病院）

26年 4月 臨床研究支援室の設置（井田病院）

27年 4月 井田病院の新棟全面開院

   〃 救急センター設置（井田病院）

   〃 化学療法センター、内視鏡センターの設置(川崎病院・井田病院)

年　　月 内　　　　　　　　　　　　　　容

救命救急センター、放射線診断科、放射線診療科、集中治療部、薬剤部
の設置（川崎病院）
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５ 市立病院の概要 

（１）川崎病院（川崎市川崎区新川通 12 番１号）

整備時期 整備内容 

昭和 11 年 12 月 

平成 7年 7月 

～平成 10年 11月

平成 10 年 12 月 

～平成 12 年 3 月 

平成 12 年 4 月 

～平成 13 年 3 月 

伝染病院として開設（96 床） 

病棟・中央診療棟建設  鉄骨造・鉄骨鉄筋 

コンクリート造 地下１階 

地上 15 階 

塔屋１階 

外来棟建設       延床面積      49,890.18 ㎡ 

（敷地面積）   19,813.32 ㎡ 

（駐車台数）    179 台 

外構整備 

一般病床   663 床 

（許可病床数）713 床     感染症病床   12 床 

精神病床    38 床 

（診療科目）内科、呼吸器内科、消化器内科、消化器外科、循

環器内科、リウマチ科、精神科、神経内科、小児科、外科、

脳神経外科、整形外科、形成外科、呼吸器外科、心臓血管外

科、皮膚科、泌尿器科、産科、婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、

リハビリテーション科、放射線治療科、放射線診断科、病理

診断科、歯科、歯科口腔外科、麻酔科、救急科（29 科） 

（基本的医療機能） 

・救命救急センター 

・地域周産期母子医療センター 

・小児救急医療（小児急病センター） 

・精神科救急医療 

・急性期・高度医療 

・感染症医療 

・災害拠点病院 

（運営形態）公設公営方式 
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（２）井田病院（川崎市中原区井田 2丁目 27 番１号） 

整備時期 整備内容 

昭和 24 年 3 月 

平成 9年 6月 

～平成10年 10月

平成 21 年 7 月 

平成 24 年 5 月 

平成 27 年 4 月 

結核・伝染病院として開設（50 床） 

緩和ケア病棟完成 鉄筋コンクリート造 

地下１階、地上２階 

延べ面積 3,283.38 ㎡ 

井田病院改築工事着手 

新棟一部開院 

新棟全面開院 

病院棟  鉄筋コンクリート造（免震構造） 

地下１階、地上７階、塔屋１階 

延べ面積  32,787.59 ㎡ 

(敷地面積) 36,702.00 ㎡ 

（許可病床数）383 床     一般病床   343 床 

結核病床    40 床 

（診療科目）内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、血

液内科、腫瘍内科、糖尿病内科、腎臓内科、神経内科、人工

透析内科、肝臓内科、緩和ケア内科、外科、呼吸器外科、心

臓血管外科、消化器外科、乳腺外科、整形外科、脳神経外科、

形成外科、精神科、アレルギー科、リウマチ科、皮膚科、泌

尿器科、婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、

放射線科、病理診断科、救急科、麻酔科、歯科、歯科口腔
く う

外

科（35 科） 

（基本的医療機能） 

・ 地域がん診療連携拠点病院 

・ 成人疾患医療 

・ 二次救急医療 

・ 結核医療 

・ 緩和ケア医療 

・ 在宅医療 

・ 災害協力病院 

（運営形態）公設公営方式 
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（３）多摩病院（川崎市多摩区宿河原１丁目 30 番 37 号） 

整備時期 整備内容 

平成 18 年 2 月 

平成 18 年 5 月 

平成 18 年 11 月 

平成 19 年 3 月 

平成 19 年 4 月 

開設（232 床) 

病院棟  鉄骨･鉄筋コンクリート造(免震構造) 

地下２階、地上６階、塔屋１階 

駐車場棟 鉄筋コンクリート造 

地下３階、地上１階 

延べ面積  35,620.15 ㎡(うち駐車場棟 6,203.33 ㎡) 

(敷地面積) 14,260.73 ㎡ 

(駐車台数) 178 台 

増床（280 床）※5/17～ 

増床（305 床）※11/20～ 

増床（317 床）※3/1～ 

全病棟開棟（376 床） 

(許可病床数）376 床  ｛  一般病床  376 床 

（診療科目）内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、血

液内科、糖尿病内科、腎臓内科、神経内科、外科、呼吸器外

科、心臓血管外科、消化器外科、乳腺外科、小児外科、整形

外科、脳神経外科、形成外科、精神科、アレルギー科、リウ

マチ科、小児科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻

咽喉科、リハビリテーション科、放射線科、病理診断科、麻

酔科、歯科口腔
く う

外科（31 科） 

（基本的医療機能） 

・二次救急医療 

・急性期・高度医療 

・災害拠点病院 

・地域医療支援病院 

（運営形態）指定管理者方式 

・指定管理者  学校法人聖マリアンナ医科大学 
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表１　入院患者数の推移
（単位：人）

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度
延べ 215,122 199,390 194,964 185,202 180,593

一日平均 589.4 544.8 534.1 507.4 494.8

延べ 0 0 0 0 0

一日平均 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

延べ 12,260 11,062 10,576 9,551 9,582

一日平均 33.6 30.2 29.0 26.2 26.3

延べ 227,382 210,452 205,540 194,753 190,175

一日平均 623.0 575.0 563.1 533.6 521.0

延べ 109,598 106,895 89,328 89,924 82,603

一日平均 300.3 292.1 244.7 246.4 226.3

延べ 8,215 8,316 6,689 6,505 6,798

一日平均 22.5 22.7 18.3 17.8 18.6

延べ 117,813 115,211 96,017 96,429 89,401

一日平均 322.8 314.8 263.1 264.2 244.9

延べ 107,933 110,691 107,157 105,933 107,350

一日平均 295.7 302.4 293.6 290.2 294.1

延べ 453,128 436,354 408,714 397,115 386,926

一日平均 1,241.4 1,192.2 1,119.8 1,088.0 1,060.1

図１　入院患者数の推移

多摩病院 一般病床
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表２　外来患者数の推移
（単位：人）

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度
延べ 474,171 439,237 426,234 401,049 367,136
一日平均 1,951.3 1,800.2 1,739.7 1,643.6 1,504.7

延べ 123,455 127,283 135,336 153,207 163,997

一日平均 508.0 521.7 552.4 627.9 672.1

延べ 228,519 228,851 228,875 226,502 217,015

一日平均 843.2 844.5 844.6 835.8 797.8

延べ 826,145 795,371 790,445 780,758 748,148

一日平均 3,302.6 3,166.3 3,136.7 3,107.3 2,974.6

図２　外来患者数の推移
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７　平成２７年度予算実施計画

収 入

款

33,327,685

1 医 業 収 益 26,860,423

1 入 院 収 益 17,468,598

2 外 来 収 益 6,417,992

3 そ の 他 医 業 収 益 2,973,833

2 医業外収益 6,462,698

1 受 取 利 息 配 当 金 1,437 預金利息

2 補 助 金 58,984

3 負 担 金 交 付 金 3,757,628

4 患 者 外 給 食 収 益 228

5 長 期 前 受 金 戻 入 1,459,488

6 資 本 費 繰 入 収 益 396,799

7 そ の 他 医 業 外 収 益 788,134

3 特 別 利 益 4,564

1 固 定 資 産 売 却 益 2

2 過 年 度 損 益 修 正 益 4,562 過年度損益修正益

支 出

款

33,529,634

1 医 業 費 用 32,228,161

1 給 与 費 14,778,241

2 材 料 費 6,011,721

3 経 費 8,070,935

4 減 価 償 却 費 3,216,093

5 資 産 減 耗 費 15,150

6 研 究 研 修 費 136,021

2 医業外費用 1,150,908

1
支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

1,068,071

2 患 者 外 給 食 材 料 費 2,177

3 消費税及び地方消費税 80,597

4 雑 損 失 63

3 特 別 損 失 140,565

1 固 定 資 産 売 却 損 2

2 過 年 度 損 益 修 正 損 140,563

4 予 備 費 10,000

1 予 備 費 10,000 予備費

1

病

院

事

業

費

用

固定資産売却差損

経営に要する諸経費

患者外給食材料費

職員の給料、手当等

薬品費、診療材料費、給食材料費等

固定資産減価償却費

固定資産除却費等

学会出張旅費、図書費、研修受講料等

過年度損益修正損

消費税及び地方消費税納付額

雑損失

企業債利息等

項 目
予　定　額
（千円）

国・県補助金

一般会計負担金

固定資産売却差益

項 目
予　定　額
（千円）

備　　　　　　　　　　　　考

収 　益　 的　 収　 入   及 　び 　支 　出

1

病

院

事

業

収

益

長期前受金収益化額

資本費一般会計繰入収益

入院診療収益

備　　　　　　　　　　　　　考

外来診療収益

室料差額収益、一般会計負担金等

患者外給食収益

その他医業外収益
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収 入

款

3,558,316

1 企 業 債 1,762,000

1 企 業 債 1,762,000

2 固定資産売却代金 2

1 固定資産売却代金 2

3 補 助 金 2

1 補 助 金 2

4 負 担 金 1,796,312

1 他 会 計 負 担 金 1,796,312

支 出

款

5,510,259

1 建 設 改 良 費 2,295,264

1 病院整備事業費 814,017

2 改 良 費 378,500

3 医療器械整備費 1,026,151

4 資 産 購 入 費 76,596

2 企 業 債 償 還 金 3,214,995

1 企 業 債 償 還 金 3,214,995

項

項

1

病

院

事

業

資

本

的

収

入

1

病
院

事

業

資

本
的

支

出

国庫補助金

固定資産売却代金

予　定　額
（千円）

一般会計負担金

備　　　　　　　　　考
予　定　額
（千円）

病院施設整備事業債、
医療器械整備事業債

資 　本　 的　 収　 入   及 　び 　支 　出

目

企業債償還元金

施設改良に要する費用

備　　　　　　　　　考

高額医療器械等購入費

医療器械等購入費

病院施設整備事業

目
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